
                               

                                    

 
 
※学年目標「自主自立」は、１年生で得た「基礎基本」を踏まえた２年生での「実践挑戦」を生かして自らの意志で行動していこうという意味が込

められています。自立し、次の道を自分で切り拓くという意味を込めて、３学年通信のタイトルは「拓く（ひらく）」にしました。 

 学校が再開し、学年全員で集まれる日を願って、

今私たちがやっておくべきことは・・・？ 
 2 年生が終わった気もしないのに、いつの間にか 3 年生になり、先生たちからは「もう受験生なんだ

から勉強しろ」と言われ、「そんなこと言ったって、まだ新しいクラスのメンバーとの顔合わせもしてな

いじゃん！！」なんて思っているであろう自主自立学年の皆さん、いかがお過ごしですか？ 

 私の全教師生活、いえ、私が子供の頃から考えてもこんなに長い期間の休校なんて、一度も経験のな

い出来事です。だから私自身も今までの経験上・・・という話ができないし、行動もできないのですが、

今は、この現実を受け止めて、「休校になったからこそできること」を考えることにしました。 

 決して喜ぶわけではないけれど、この現状を嘆いたって、恨んだってしょうがないし変わらない。で

も時間だけはどんどん過ぎていく。同じ時間を過ごすなら、少しでもポジティブにとらえて過ごすべき

なのではないか、と思うのです。 

 

 私自身は、現在自宅勤務中なので、朝８時 15 分から 16 時 45 分まで、ひたすら机上でできる「お仕

事」をしています。途中 45 分間の昼休憩がありますが、それ以外の時間はほぼ机に向かって、授業の準

備をしたり、こうやって学年通信を書いたり、休校が明けてからの皆さんの中学校生活のあれこれにつ

いての「準備」をしたりしています。受験生である皆さんと一緒に「勉強」している気分です！！ 

 これらの「準備」は、もちろん学校があっても行っていた内容です。学校があるときは、授業と部活が

終わった後に始めますので、1 日 3 時間程度だった机上仕事が、今は 1 日に 8 時間ずつ進めていけてい

るので、なんと仕事が進むこと！！しかも毎日、仕事の終わる時間が早いので、 

 今までよりも早く就寝したり 

 子供たちも仕事や学校が休みになっているので家族と一緒に食事をしたり 

 今まで全くやっていなかったお裁縫に挑戦してマスクを作ってみたり 

 もちろん家事も少々（笑） 

しています。内容は、本来やるべきこととほとんど変わらないのだけど、時間に余裕がある分、自分なり

にすごく効率良くたくさんの仕事ができたり、今までだったらできなかったことができたりしています。 

 

 もしも今、学校があったら、6 時間授業を受けて、部活をやって、くたくたになって家に帰りつき、そ

れから勉強だ・・・と机に向かっているのです。それより、1 時間目の授業開始とともに机に向かって、

自分のペースで勉強を進めていく方が、効率が良い気がしませんか？ 

 今までに学んできた基礎知識と考え方を生かし、今まで挑戦してきたことを思い出しながら自分の未

来を考えて・・・早くも学年目標の自主自立のときです。 

 この休校期間が終わったらぜひ、自分が成長したところを語れるようになっていてください。そして

学年集会ができるときが来たら、一人ずつ自慢してください！そんな日が訪れることを願って・・・。 
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